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第８期朝来市行財政改革推進委員会 第９回会議 会議録 

 

○ 開催日時  令和８年７月 17日（金）13時 30分～15時 30分 

 

○ 開催場所  朝来市役所本庁４階 401会議室 

 

○ 出席者の氏名 

 出席者 欠席者 

委 員 

足 立 崇 宏 上 垣 英 暁 

小 田 正 儀 中 尾 一 平 

北 見 龍 彦 横 内 洋 祐 

倉 田 良 樹  

小 坂 祐 司 

下 口 光 子 

山 下 太 一 

アドバイザー 細 川 甚 孝 

事務局 

企画総務部 

総合政策課 

企画総務部次長兼  

総合政策課長 和 田 幸 司 

総合政策課副課長 松 本 健 作 

総合政策課副課長 小 山 修 平 

総合政策課係長 小 山 亮 介 

総合政策課主事 鴻 村  李 

 

○ 傍聴者 なし 

 

○ 会議 

１ 開会 

第８期朝来市行財政改革推進委員会の第９回会議を開催します。 

 

 

２ 会長挨拶 

本日の審議では、本日の会議内容は、令和８年度朝来市事務事業評価【外部

評価】に関する審議と、第５次朝来市行財政改革大綱案に関する審議となって

いるので、よろしくお願いしたい。 
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３ 審議 

（１）令和８年度朝来市事務事業評価【外部評価】 

資料１「令和８年度朝来市事務事業評価【外部評価】実施の流れ」につ

いて事務局より説明。 

 

第９回会議では、健幸づくり推進課の「地域医療対策推進事業」と、ケ

ーブルテレビセンターの「ケーブルテレビ運営管理事業」が対象であり、

ＡグループとＢグループに分かれて審議を行う。外部評価内容の詳細につ

いては別紙のとおり。 

 

 ・地域医療対策推進事業（判定：改善） 

   医師確保への支援体制や対象の見直し、あさご健康医療電話相談ダイヤ 

ル 24と救急安心センターひょうご（#7119）との機能の棲み分け、及び市

民への周知方法等について、さらなる改善が必要であるとの意見が挙げら

れた。 

  

 ・ケーブルテレビ運営管理事業（判定：改善） 

   通信インフラとしての必要性は認められるものの、多様な配信手法

（YouTube等の活用）の研究や、民間サービスとの連携・調整による段階

的な見直しが必要であり、事業単体としては改善が求められるとの意見が

挙げられた。 

 

 

（２）第５次朝来市行財政改革大綱案に関する審議 

  第２章 大綱の策定（Ⅱ基本方針）と第３章について、事務局より説明。 

委員 基本方針２（２）「ICT 活用環境の整備」においてデジタル人材の育

成という新しい実施計画の案が示されているが、基本方針４（１）「人材

育成」との整合性や、具体的な育成のイメージはどのように考えているか。 

 事務局 現在は DX 推進リーダーや推進員を設置しているが、なかなか人材

育成にはつながっていない現状がある。 

今後は、意欲のある職員を率先して推進側に充てる手挙げ方式の導入

や、資格取得への支援を検討していきたいと考えている。 

    委員 他自治体では「DX ソムリエ」のような認定制度を設け、職員の意欲

向上につなげている事例もあり、本市でもそうした仕組みを検討しては

どうか。 

アドバイザー 基本方針２（１）「公共サービスの向上」という名称につい

て、行政手続のオンライン化など、デジタルに関する内容であるならば名

称をそれにふさわしいものに改めた方がよいのではないか。 

 

 事務局 いただいた意見は参考にさせていただく。また、基本方針２（１）
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の名称については検討させていただく。 

  委員 基本方針４（１）「人材育成」における人事評価制度の運用について、

ただ継続するだけでなく、改善に向けた方向性や方法が伝わるような表

現にした方がよいのではないか。 

 

 事務局 第４次行革大綱においても適正な人事評価の実施に取り組み、目 

標値を達成することができているが、第５次行革大綱でも継続して実施す

ることが重要であると考え記載している。いただいた意見を踏まえ、表現

については検討させていただく。 

 委員 本大綱案について、次回はどのような形で審議を進める予定か。 

 事務局 本日の委員会での意見や、庁内の行財政改革推進本部会議での意見

を反映したものを、次回会議で修正案としてお示しし、審議いただく予定

である。 

 委員 基本方針４（３）「ワーク・ライフ・バランスの実現」に関連し、「生

涯学習」の考え方についてはどのあたりに入ってくるのか。職員が自己研

修のために一定期間大学へ通うなど、生涯学習を支援する仕組みは考えら

れないか。 

 事務局 生涯学習のプロセス（自己発見・自己実現、社会参加、社会変革に

至る４つの過程）において、職員が自らの業務を通じて社会に貢献し、や

りがいに繋げていくことが大切だと考えている。研修を受講することで

個々のスキルを高めることも必要であるが、自らの業務が社会とどのよう

な繋がりを持っているかを意識して仕事に向き合うことの重要性を念頭

に置いている。 

 

（３）会長コメント 

   事務事業評価【外部評価】は、住民視点から関心が高い事業が選定され 

ており、活発な意見が出てと思う。第５次行財政改革大綱案については、本

日の意見を踏まえ、再度庁内で検討頂けると幸いである。 

 

 

４ その他 

（１） 第８回会議録(６月 19日開催)の確定 

   修正連絡なしのため、第８回会議録を確定する。 

 

 （２） 次回会議について 

   第 10回会議：８月７日（金）13時 30分～15時 30分 
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５ 閉会 

 副会長 事務事業評価【外部評価】の審議の際、どちらも改善の評価となっ

た。話を聞く中で、所々行政と住民との間でズレが生じているように感じ

たが、担当課からの説明により深く理解することができた。今後ともよろ

しくお願いしたい。 

 

 

 


